
                               知事の記者会見で高齢者のワクチン接種に 

ついての市町村分配が示されました。 

鴻巣市では 4月 26日の週に 485人が接種 

対象予定になります。しかし、市における65歳 

以上の人口は約 3.5万人のため、接種対象者 

をどう抽出するかは各自治体の判断に委ねら 

れています。 

この極めて少量のワクチンを自治体判断に 

任せることは役所の混乱をきたし、問い合わせ 

など対応に追われることも考えられます。 

ファイザー製のワクチンは基本的に 3週間を空けて 2回目の接種をおこないますが、報道等では 1回の

接種でも効果が実証されているようですので、今回示された人数を倍にして多くの高齢者に接種、そして次

回のワクチンが入手でき次第に2回目の接種を行う選択肢もあったのではないかと感じます。（国の指示に

より今回のようになりました） 

特に重症化するリスクの高い基礎疾患のある高齢者はかかりつけ医の診療履歴で選出できます。また、

指定難病や障がいを持つ方は県・市の助成金対象となっていますので素早く抽出できると思います。今回

の限られたワクチンを優先するべき対象者へ確実に接種する体制を早急に構築する必要があります。 

                         本県では新規陽性者数の減少から病床使用率、宿泊療 

養者数、自宅療養者数共に減少しています。 

病床使用率が減少している要因として、新規陽性者の減少 

もさることながら県の積極的な医療機関への働きかけと、 

それに応じていただいた医療機関のご協力によって今年 

に入ってから 3月 15日時点で 18８床増（うち重症者用 

38床増）の効果もあると思います。 

緊急事態宣言が 2週間延長され、宣言解除の目安とな 

る指標が公表されました。（入院中の患者数が週平均で

500 人以下、1 週間の新規陽性者数が人口 10 万人あたり 7.0 人以下＝734 万県民なので 1 日あたり

73.4人を目安とし、首都圏の新規陽性者を参考として専門家の意見を踏まえて解除要請を判断） 

また、今後の議論としては確保病床数については 3 月末に仮設専用施設を含めて 1,469 床を確保する

見込みですが、この確保病床をどの時点で縮小していくのか。さらに、宿泊療養先であるホテルについては

オリンピックでの契約が先にあったため療養先の確保も気になるところです。確保病床数は必要ですが、救

急搬送先の受け入れや一般入院患者への影響を見ながらの難しい判断が迫られます。 
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県内では多くの医療機関のご協力により 1,469床の病床確保（うち重症者病床１４９床）をしています。 

また、病院の駐車場など仮設専用医療施設の整備を進め 3月 1日から受け入れを開始しました。 

病床数の推移は病床使用率のピークであった４月２３日には確保病床数 300 に対して使用率は７４％で

したが、６月には陽性者の減少から確保病床数を２４０床に縮小するなど柔軟な調整をおこなっています。 

陽性率や感染者数の状況に応じて病床の確保を進めていますが、現在の確保病床数は 1,469 床に対し

て病床使用率は約３７％です。また、重症者病床の使用率は約２４％です。（３月２２日現在） 

＊これまでの確保病床数の推移 

～4月１６日 ～１２月１４日 ～１月４日 ～２月８日 ～３月１４日 ３月２０日～ 

２２５床 1,211床 1,251床 1,321床 1,435床 1,469床 

うち重症６０床 うち重症１０５床 うち重症１０８床 うち重症１４１床 うち重症１４６床 うち重症１４９床 

 

 埼玉県の病床確保の現状と推移 


